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博物館学芸員のための視聴覚教育のカリキュラム開発と試行
一展示技法を中心として一

山 口 好 和 井 上 光 洋

【要旨】

博物館学芸員を対象とした視聴覚教育の方法論 に関する研究が不十分であることか ら、展示技法(シ

ナリオ、ディスプレイ)の 理解 を中心 としたカリキュラムの開発 を試みた。カリキュラムは、教育にお

けるメディアの役割、博物館展示におけるメディアの機能、展示技法の抽出 ・表現とい う3段 階で構成

されてお り、この中で各種視聴覚機器の利用法も併せて習得できることをねらいとしている。

1.問 題と目的

博物館に対する関心は1970年代以降急速に高まってきたが、その教育的意義お よび機能整備に

ついての検討が、い くつかの側面からなされつつある(大 塚1994)。 これには、地域の教育力

を重視する教育界の潮流 も追い風 となっている。生涯教育の重要性が、一般にも徐々に認識され

つつある中で、社会教育施設自体の役割だけでな く、学校教育 と社会教育との関連性 を考慮する

姿勢 も形成されてきた。

ところで、博物館の教育的機能の整備について中心的役割を果たすのは、当該館の博物館学芸

員である。そのために、博物館学芸員の資格および資格取得の要件について法的に整備されてい

る。これはとりもなおさず、博物館学芸員に求められる力量 ・能力が示されていることに他なら

ない。濱崎(1994)は 自らの経験から、学芸員の能力が総合的な性質を帯びてお り伝達のために

相当の経験を要すると述べている。

しか しその役割の重要性が指摘 される一方で、博物館学芸員をどのように育成するべ きかの方

法論が、ほとんと議 論 されてこなかった。ここ2～3年 の問にようや く学会等で分科会が もたれ

はじめるとともに、放送教育開発センターによって、学部学生を対象としたVTRテ ープと印刷

物か らなる教材パッケージ 「博物館学芸員の仕事 一民俗編一」が制作されはじめたばかりであ

る(川 島ほか1996)。

博物館学芸員の養成問題がようやく注目され始めたなかで、重点課題を絞り込むならば、その

筆頭は必修科目として掲げられている 「視聴覚教育」カリキュラムの問題である。具体的には、

学校教員志望学生 との合同の講義、教材 ・資料の不足、博物館 自体の多様化等、様々な次元の課

題が混在 している(宇 佐美1994)。

この点に関して文部省は、視聴覚教育研修カリキュラムの標準案を示 している(社 会教育審議

会教育メディア分科会1990)。 ところが、これらのカリキュラムは、文字通 り 「標準」案であ

るがゆえに、各種視聴覚機器の特性理解 と利用方法の習得の域にとどまらざるを得ず、各教育分

野でアレンジを施さざるを得ない。これまでの視聴覚教育研究の経緯を見ても、学校教育分野で
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の研究の進展に比 して、博物館学芸員のための視聴覚教育研究は立ち後れていると言わざるを得

ない(中 村1994)。

したがって本稿では、博物館学芸員 に対象 を限定 した際の視聴覚教育カリキュラムについて、

特に展示技法を中心概念 とした目標論および具体案(教 材 ・単元構成)の 開発を目的とする。

2.視 聴覚教育の目標論

(1)博 物館の類型と資料展示

一口に博物館 といってもその種類は多様であり、目的 ・内容等の観点によってい くつかの類型

化を行うことが可能である。例えば"資 料内容"に よれば、[人文系(美 術、歴史、民俗)]、[自

然科学系(自 然史、動植物、科学技術、天文)]に 大別できるし、また"機 能 ・対象"に よれば

[研究]、[教 育]、[保 存]、[レ クリエーション]等 に分けられよう。広義には、動物園、植物園、

水族館、野外博物館もその範疇に含めることができる。その意味では、学芸員の養成方法は、各

博物館が担う内容領域に大きく依存すると言わざるを得ない(中 村1995)。

しか しどの博物館においても、参観者は展示されている資料に基づいて、新 しい知識や視点を

獲得 ・形成したり、何 らかの価値観を共有する。このことは、逆に博物館の立場からすれば、ど

のような資料展示構成が、より来館者の理解 ・共感 ・納得を喚起でき、知的 ・美的感性を刺激で

きるのかという問題に帰着する。 したがって、博物館の教育機能の最適化 を担う学芸員の能力の
一つとして

、資料群を構成 ・展示する能力、換言すれば展示技術およびその方法論が要求される

といってよい。

(2)展 示技術の基本概念と構成要素

それでは、「展示技術」に対象を限定 した場合、博物館学芸員は何 を理解 ・習得するべきだろ

うか。その目標論について考察 してみたい。従来の博物館研究における認識では、展示の形態の

みが議論されていたきらいがある。新井 ・佐 々木(1981)や 加藤(1996)に よれば、博物館展示

方法は図1の ような枠組みでとらえられる。この枠組みは、現行の博物館展示をほぼ網羅できて

おりす ぐれた類型と見てよい。ところが、これだけでは展示の技法レベルの議論が不可能である。

そこで、展示の技術論的枠組みを仮説的に示 したい。

展示の概念は、大 きく 「シナリオ」 と 「ディスプレイ」に分けられる(大 塚1996)。 「シナリ

オ」 とは、展示内容の構成理念およびそのためのしかけであ り、「ディスプレイ」 とは、多様な

情報の統合と増幅手段 を用いた表現技術である。

まず 「シナリオ」は、博物館の所有する資料およびそれらの研究成果を効果的にアピールする

ための 「設計図」および 「台本」である。したがってその設計手法は、各館の研究内容に大 きく

依存する。そこでカリキュラムの目標 としては、シナリオをどのように設計するかの詳細な手続

き論 よりも、むしろシナリオ設計の総論をふまえて、特定の展示シナリオを設計 した際に、いか
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1)展 示の意図に よる分類

丑)展 示の場所による分類

皿〉展示期 間による分類

提示型展示 艦賞屍示)

モ説示型展示(学 術解説展示)教育展示

屋内展示(1醐oorDisplay)

モ
屋 外 展示(OutdoorDisphy)

野外 展示(FioldDisplay,OpenairDisplay)

移動 展 と巡回 展 お よび貸 出 展

常 設展 示(恒 久展示)

{ 短期展示(臨 時展示)
静止展示

映像展示

演示(爽 演展示 ・突験展示)
W)展 示の手法 による分類 動力展示

飼育 ・栽培展示

体験展示

一 一騰ギ
総合展示

構造展示

生態展示(原 地グループ陳列》W)展示
の意図による分類

歴史展示

比較展示

教育単元展示

粗'繰 舗 題の{窒 糠 燃(1糠:瓢
,

図1展 示の形態と分類(加 藤(1996)よ り転載)

にその理念 ・発想 ・しかけと整合的なディスプレイ技術 を用いるのかという点を中心として議論

するべきであると思われる。

次に、ディスプレイ概念の具体として示 したものが、展示技法に関する主要概念およびその構

成要素である(表1)。 大 きくはく理念〉、〈道具〉、〈環境〉の3つ の観点から成っている。

まずく理念〉とは、どのような論理、発想にもとついて資料を展示するのかという考え方であ

る。つまり、実物を並べ られているだけでは参観者はその特徴を理解することができない。

したがって、

・切断の論理=内 部のメカニズムの提示

・時間の拡大 ・縮小=プ ロセスの理解を容易にする



146 山 口 妊 和 井 上 光 洋

表1=展 示に関する主要概念と構成要素

〈理念〉

・切 断の論理 ・デー タベース

・時間の拡大 ・縮小 ・アナログ(模 擬)

・空 間の拡大 ・縮小 ・シミュ レー シ ョン

〈道具〉

・実 物 ・ビデオテ ープ

・モデル ・ビデオデ ィス ク

・模 型(レ プ リカ)・ プロジ ェクター

・パノ ラマ/ジ オ ラマ ・通信(有 線、無線)

・写 真/ス ライ ド ・コンピユー タ

・バネル ・シ ミュレータ

〈環境〉

・音楽 ・建築 ・施設

・照明 ・見学者参観

・音声(説 明、解説等)・ 講習会等

(自学自習 も含めて)

・空間の拡大 ・縮小置位置関係の理解を容易にする

・アナログ(模 擬)、シミュレーション

=形 態や構造、プロセスの碩末部分を捨象 して提示 し、理解を容易にする

・データベース=複 雑 ・大量のデータを、何らかの観点で整理し検索可能な形で提示する

という論理を展示物にもたせなくてはならない。

さらに、表2は く理念〉とく道具〉との対応関係を簡単にマ トリクス化したものである。主と

して、どのような視聴覚メディアが どの概念 ・論理を表すのに適しているかをまとめたものであ

る。

また、これらの展示技術の一方で、展示物の理解促進や主体的な参観を実現するためのはたら

きかけとして、〈環境〉に示した工夫 も視野に入れる必要がある。この中には、常設の展示物の

特徴を把握 し体感するための文脈の形成といったニュアンスも含まれる。

3.カ リキュラムの実際

(1)単 元の全体構成

表3・ 表4は 、本カリキュラムの具体的な枠組みと教材の構成である。大 きく3つ のフェーズ

から構成 されている。まず第1段 階 として、教育におけるメディアの役割を概観する。教育場面

でのコミュニケーションにおけるメディアの機能 ・役割について理解を深めながら、視聴覚機器



博物館学芸員のための視聴覚教育のカリキュラム開発と試行 147

表2理 念と道具の対応関係

理念
切断の 時間の拡 空間の拡 アナログ デー タ シ ミュ レ

道具
論理 大 ・縮小 大 ・縮小 (模擬) ベ ー ス 一 シ ョ ン

実物 一 一 一 一 一 一

モデ ル ○ 一 ○ ○ 一 一

模 型(レ プ リカ) ○ △ △ O
一 △

パ ノ ラマ △ ○ ○ ○ 一 ○

ジオ ラマ △ ○ ○ ○ 一 ○

写真 一 ○ △ 一 △ △

パネル 一 ○ ○ 一 一 一

ス ライ ド 一 ○ △ 一 △ △

ビデ オテープ/デ ィス ク 一 ○ ○ 一 ○ △

プ ロジェク ター 一 ○ ○ 一 一 △

通信(有 線、無線) 一 一 ○ 一 .△ 一

コ ン ピ ュ.一 タ 一 一 一 △ ○ ○

シ ミュ レー タ △ 一 ○ ○
一 ○

の種類 と特性を認識させる。博物館学芸員に対象を限定 した場合、これらの教育メディア総論 と

もいうべき内容は捨象できるのではないかと見る向きもあるが、「視聴覚メディア論」の単位 自

体が必修科目であることや他に博物館実習などでまかなえること、さらには学校教育 ・社会教育

に共通の課題を認識する必要があることなどから、あえてこの段階を設定 している。

次に第2段 階として、博物館展示で利用されるメディアとその展示技法について把握する。こ

こでは放送大学教材のVTRで 展示技法の総論について学び、学習者が親近性 を持つことのでき

る近辺地域の博物館 ・資料館のVTR・ 写真類と案内用資料類を基に、展示技法の各論について

認識を深める。

さらに第3段 階では、博物館展示の実際から複数の技法を抽出し、さらに特定の課題を決めて

オリジナルのシナリオとディスプレイをデザインするという2つ の方法を設定している。

また、従来の視聴覚教育で重要視されてきた各種メディアの特性理解 と技能習得 も実現できる

ように、各フェーズでのグループ別の活動にOHP、 ビデオカメラ、スライ ド等 を活用すること

を意図している。ただし、どのフェーズでどのメディアを利用するかという固定的な利用法はと

らないため、表には位置づけていない。

これらの段階性は、これまでの各種視聴覚メディアの特性理解を主眼にしていたカリキュラム

の具体 を対照に据えればより明らかになる。例えば、先述の 「視聴覚教育メディア研修カリキュ

ラム案」の研修 カリキュラム1(基 本コース)で は、「総論」 として、視聴覚教育の意義と方法、

教育メディアの動向、学習情報システムの基礎などが観点として挙げられてお り、その後各論と

して 「スライ ド」、「OHP」、「放送」、「録画」、「映画」、「コンピュータ」についての知識 と操作技
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表3具 体的な単元計画

目的 活動の流れ 活用素材 ・資料

(1)教 育 におけるメディアの役

割を把握する

1.活 動の概略を把握する

2.視 聴覚教育メディア研修の大

枠 を理解する

3.視 聴覚メディアの種類と、そ

れらの利用の現状を理解する

4.教 育における放送利用の歴史

を知る

5.教 育番組の種類と構成を知る

6.教 育におけるコンピュータ利

用のレパー トリーを知る

7.生 涯学習とメディアの関わり

について知る

1。 イントロダクション

2.視 聴覚教育メディア研修カリ

キュラム標準案の概要をつかむ

3.各 施設における利用実態を知

る

4.放 送教育の歴史を概観する

5.代 表的な教育番組のいくつか

を比較視聴する

6.い くつかの展示例から、コン

ピュータ利用の特徴を考察する

7.遠 隔教育の実際について知る

1.映 画 「博物館」(教 育映画祭>

2.「 視 聴覚教育メディア研修カ

リキュラム標準案について 一

報告一」

3.「 平成3年 度 視聴覚教育指

導者講座』、 『放送教育」

4.VTR「 放送教育の原点をさ

ぐる(M{K)」

5.教 育 映画祭入賞作品、 「日本

賞」コンクール入賞作品

6.教 師教育教材など

7.英 国QpenUniv.の 実際(VTR)、

日本での放送大学の実際

(2)博 物館の展示におけるメデ

ィアと技法を理解する'

1.博 物館での 「展示」について

概略をつかむ

2,展 示技法のレパートリーにつ

いて知る

3.そ れらのバックボーンとなる

映像の構成法について知る

1.展 示における様々な技法を、

VTRや プリントから見てとる

2.地 域の資料館、博物館などの

展示事例を参照しながら、展示

技法の論理と実際の形を知る

3.写 真や映画に含まれている技

術、構成方法にふれる

1.放 送大学教材VTR「 博物館

学 皿 一展示技術論①シナリオー、
一展示技術論②ディスブレイー」'

2.r展 示学事典」(ぎ ょうせい)、

各博物館(国 内外)のVTR、

写真類、案内書

3.r写 真の読みかた」、r写 真

の見方」など

(3)展 示技法を抽出 ・構成し、

表現する

1.あ る展示から、そのシナリオ

やディスプレイ技法を抽出する

2.自 分なりのシナリオを作成し

た上で、それに整合 した展示技

法をデザインする

1.博 物館の見学、グループごと

に抽出した展示技法について、

共有化を図る

2.あ る展示室を想定 して、シナ

リオとディスプレイの技法と展

示方法によって設計する

1.対 象とする博物館の展示要覧、

カメラ(ビ デオカメラ)

2.各 種展示要覧(構 成要素)

能を習得する構成になっている。このカリキュラム構成は、扱われる対象の専門性が高いとはい

え、研修カリキュラムH(応 用コース)で も同内容と言ってよい。こうした構成によれば、想定

される能力も展示技術の断片的な理解にとどまらざるを得ない。
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表4主 幹教材 とその目的

理念 道具 環境

(1)
△ ○ ○

・映画 「博 物館」

一 ◎ 一

・各種統計資料 レパ ー トリー

(○) (○) (○)
・VTR「 放送教 育の原点 をさ ぐる」

○ 一 一

・VIR各 種教 育番組

'コ ン ピユー タの利用 例
O

DB,シ ミュレーション

○ 一

・遠 隔教 育 ○
時間 ・空間の 命

一

拡大 ・圧縮

(2)

・vrR「 博物館 学H① ②」 ◎ ◎ ○

・各種博物館(国 内外) ◎ ◎ ○
切断の論理、

VTR、 写真 ・ス ライ ド、案 内書 アナログ

・ 「写 真の見方」eに 。 △ △ △

(3)

・展示要覧(技 法の抽出) ○ ○ ○

・展 示物(展 示 シナ リオの設 計) ○ ○ ○

(◎:密 接 な関連性あ り、○:関 連性 あ り、△:間 接的 ・娩 曲的 に関連性 あ り)

(2)単 元の各論と主要教材の概略

(2-1)教 育におけるメディアの役割

本単元の第1フ ェーズでは、1)博 物館のイメージ化と概要把握、2)視 聴覚メディアの種類

と利用方法(放 送教育、コンピュータ、遠隔教育等)、3)コ ミュニケーションにおけるメディ

アの役割 を学ぶ段階である。

1)で 利用する教材は、映画 「博物館」(岩波映画)で ある。 これは1975年度教育映画祭の受

賞作品であ り、博物館の役割 ・機能が網羅されているとともに、展示技術のレパートリーが暗示

的に盛 り込まれている。

2)と3)で は、放送教育における過去の論争(鈴 木一関野、波多野一デール、山下一西本)

から学ぶべ きものは何かを説明しながら、教育におけるメディアの役割を腕曲的に示す。一方、

教育映画祭やNHK日 本賞コンクールの受賞作品からタイプ別に番組を提示する。加えて、コン

ピュータや遠隔教育についても、国内外の事例を基にして利用タイプ別にその特徴を説明する。

ここで可能であれば、番組や実践例の特徴等をTPシ ー トや静止画像にまとめさせ、学生間で

討議させてみたい。
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(2-2)展 示技術の各論について

基本的には、放送大学教材VTRの 「博物館学H展 示技術論2」(放 送教育開発センター制

作)を 活用する。これによって、「シナリオ」、「ディスプレイ」の発想と博物館の展示技術の沿

革が理解できる。次に、放送大学教材VTRの 内容をさらに補足する形で2つ の資料を用意する。

1つ には、受講者の居住する地域から地理的に近い範囲にある博物館 ・資料館の資料や、有名な

博物館の資料を用意して、表1に しめした要素を説明する。資料には当該博物館の発行するリー

フレット、ガイドブック、展示要覧、個人で撮影 した写真等 を準備する。2つ には、〈理念〉の

考え方をより納得に近づける意図から、生活に密着 した親近性の高い機械類を例にとることで、

よりわかりやすさを感 じることができるよう配慮 している。これには技術関係の雑誌類を参照す

るのが効果的だと思われる(図2は その一例)。

田 】鵡 脳 房』寡難瀦 雲臨 奪曝黎切一 ノ

糊
然交換器

吐出弁

熱交換器

日 田 プアン
横長の円筒形のファンで,風 憂の制御を行います

fイブ 團 珍曳サーでの圧縮のしくみ

吸入 された冷媒は,囹 転 するピス トンとベー ンの間で圧縮

され,一 定の圧力に達すると吐出弁から吐き出されます

'⑨♂◎ 遭 適 ・

t
シリンダー内は,ロ ー リングビス 吐出弁が開いてg吐 出と吸入 を並
吸入したガス冷楳 トンで圧縮。吸 圧縮 したガスを 行して行い宏す
で満たされます 入も始まります 吐嵐します

図2「 切断の論理」 ・ 「アナログ」の例(日 刊工業新聞社(1994)よ り転載)

ここでも可能なかぎり、博物館の展示事例から印象に残るものを選定 し、その特徴について学

生が議論するという場を設定したい。その際に、複数の写真 ・VTR類 、TPシ ー トや資料類を

関連づけたり構造化するという形で、第1フ ェーズからの段階性を設定 したい。

さらに第2フ ェーズの終末部では、展示技術の根本をなしている映像の技法について、『写真

のよみ方』(名取1963)やr写 真の見方』(細江、沢本1986)な どの書物を参考にして解説を

行い、映像に対する感性を刺激する。
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(2-3)展 示技法の抽出 ・構成について

第3フ ェーズでは、1)博 物館展示の実際から複数の技法を抽出する、2)特 定の課題を決め

て独自のシナリオとディスプレイをデザインする という2つ の方法を設定した。まず前半では、

可能であれば実際の博物館に入館 して、ビデオカメラやスチルカメラを用いて、展示技術 を抽出

するという観点から展示物を撮影する。どのようなメディアを使 うことが、より展示技術の抽出

にとって好 ましいかも含めて判断させたい。次に後半では、架空の展示室を想定 してその展示シ

ナリオを設計するとともに、そこで用いられるディスプレイ技術を特定のフォーマ ットで表現す

る。ただし素材には、実際の博物館で扱われている資料等を用いる。可能であれば、コンピュー

タ上で展示室をシミュレー トさせることも試みてみたい。評価のポイントは、各自の設計 したシ

ナリオとディスプレイ技術 との整合性である。

4.カ リキュラムの部分的試行

上述の枠組みと方法によって開発したカリキュラム案について、現在の段階では体系だった評

価がなされているわけではない。 しかし、設計された単元の中で活用する教材のい くつかについ

ては、学生の反応をもとに試行的な評価を行った。協力者は、大阪府在住の短期大学生8名 で、

いずれも博物館学芸員の資格取得希望者である。

(1)映 像教材の有用性について

単元の第1フ ェーズおよび第2フ ェーズで用いる映像教材の数点について、視聴後の反応 を見

た。方法としてはいずれも、教材の番組を視聴後に簡単なコメントを白紙に記述 して もらった。

以下、視聴後のコメントから示唆された点をまとめてみる。

まず 『映画 「博物館」』については、博物館の機能を網羅的に見てとる記述 と同時に、博物館

のイメージが広がったとする意見が大勢 を占めた。このことから視聴の目的はほぼ実現できた。

次に、放送大学教材VTR『 博物館学H展 示技術論①②』については、① シナリオの形成過

程や博物館学芸員のウラの仕事が理解できたとみなす ことのできる記述が見られた一方、②ディ

スプレイ技術の表面的な工夫に、理解がとどまっていた。このことから、番組に補足する事例

(展示要覧や写真など)を 、番組の進行 と並行 させて適宜、提示する必要があることが示された。

これらの反応から、ほぼ番組内容の理解 に困難が生じないことが明らかになった。

(2)展 示技法の抽出について

単元の第3フ ェーズで、実際の展示からそこに含まれる展示技法を抽出する段階を設定 してい

る。このシミュレーションを上記の短期大学生を対象にして、国立民族学博物館(大 阪府吹田市)

で行ってみた。8人 を3グ ループに分割し、任意の地域について、展示に含まれる技法 をビデオ

カメラで撮影 し抽出するという課題を与えた。その結果、いずれのグループも部分的な展示技法

に気づいてはいるものの、展示内容にひきずられてしまい、的確に抽出することがきわめて困難

であった。ただし、展示物を例にとりそこで使われている技法を説明すると、どの協力者も一様

に理解できた。カメラ操作等の現実的課題 も含まれているが、展示技術の抽出という行為が高度
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な作業であることが示された。

これらの結果は、本カリキュラムの本格的な適用お よび評価の段階で活用する予定である。

5.ま とめと今後の課題

博物館学芸員 を対象 とした視聴覚教育の方法論に関する研究が不十分であることから、展示技

法(シ ナリオ、ディスプレイ)の 理解を中心 としたカリキュラムの開発 を試みた。カリキュラム

の構成は、教育におけるメディアの役割、博物館展示におけるメディアの機能、展示技法の抽

出 ・表現 という3段 階とした。また、これらの学習を経験する中で、各種視聴覚機器の利用法 も

併せて習得できることを目標 とした。さらに簡単な試行の結果、教材として用意 した番組視聴か

ら展示技法の抽出 ・表現に至るまでには、かなりのはたらきかけが必要であることが確認できた。

したがって教材の提示方法を工夫する必要がある。

今後の課題 として、以下の点が挙げられる。

まずカリキュラム構成に関してであるが、本稿で提案したカリキュラムは、あくまでも基本的

なコンポーネントを示 したにすぎない。 したがって、本単元の受講者の専攻、既有経験、環境、

人数などに応 じて、適切なアレンジを施さなくてはならない。そのアレンジの方法を体系的に示

すことが、カリキュラム開発上の課題として指摘できよう(宇 佐美1996)。

またカリキュラム運営の課題 として、教材のデータベース化もおのずと必要になると思われる。

本カリキュラムを意義あるものにするには、豊富な事例 とそれらの効果的な整理が欠かせない。

学習者 ・授業者の双方が、必要に応 じて検索できるフォーマットに整備 しなければならない。

さらに、学芸員のもつ役割に対する認識の問題 もカリキュラムに反映させなくてはならない。

欧米の博物館では、学芸員の中に専門的な展示担当者が含まれている。一方、現在の日本の博物

館では、展示に関しては徹底した 「分業制」がとられているといえる。つまり学芸員は、保有資

料の内容 ・研究に関してのみ把握 してお り、展示方法については業者に委託するというのが多勢

を占めている。このままでは、学芸員の専門的能力が一面的なままである。日本の現行の制度枠

に適合する形で欧米の方式を取り入れるならば、学芸員が実際にディスプレイ技術をより多 く習

得 ・駆使せず とも、その育成段階で展示技術の方法論を認識するカリキュラムを整備することが、

現実的な手段 と思われる。
一方、学芸員資格取得のためには、博物館学、実習等い くつかの必修科目が設定 されている。

ひいては、それらとの関連性、内容の分担も考慮する必要がある。

博物館の多様化は各博物館の個性化を要求する。その中心的役割を担 うのはまぎれもなく博物

館学芸員である。つまりは、豊かな感性に基づいたシナリオを設計 し、それに整合 した展示技法

を駆使することが求められる。その点にこそ、単なる展示業者ではない博物館学芸員の高い専門

性が発揮 されるべ きではなかろうか。
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